
「
日
本
原
燃
の
高
レ
ベ
ル

廃
液
の
核
種
一
覧
に
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
２
３
９
が
出
て
い

た
！
」
と
い
う
報
告
を
学
習

会
で
聞
い
た
の
は
確
か
二

月
だ
っ
た
と
思
う
。
と
ん
で

も
な
い
過
酷
な
被
害
を
も

た
ら
す
高
レ
ベ
ル
廃
液
に
、

さ
ら
に
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が

混
じ
っ
て
い
る
と
聞
い
て

み
ん
な
で
大
い
に
心
配
し

た
。
何
し
ろ
長
崎
の
原
爆
は

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
２
３
９
合
金

を
６
・
２
ｋ
ｇ

使
っ
て
作

っ
た
と
い
う
。
◆
六
ケ
所
再

処
理
工
場
は
一
年
に
８
０

０
ト
ン
の
使
用
済
み
核
燃

料
を
化
学
処
理
し
て
約
８

ト
ン
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を

取
り
出
す
。
そ
の
千
分
の
一

を
取
り
損
ね
て
も
８
ｋ
ｇ

が
残
る
。
液
体
の
中
に
分
散

し
て
存
在
し
て
い
る
と
は

い
え
、
何
ら
か
の
事
情
で
集

合
し
臨
界
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
。
◆
そ
ん
な
中
で
再

処
理
工
場
の
新
規
制
基
準

審
査
を
続
け
て
き
た
原
子

力
規
制
委
員
会
が
五
月
一

三
日
に
は
「
許
可
申
請
審
査

案
」
を
了
承
す
る
と
い
う
ニ

ュ
ー
ス
が
流
れ
た
。
い
く
ら

何
で
も
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を

含
む
廃
液
の
、
ガ
ラ
ス
固
化

も
出
来
ず
稼
働
す
る
な
ど

超
危
険
。
ト
リ
チ
ウ
ム
と
い

う
放
射
性
物
質
が
大
量
に

海
へ
流
さ
れ
る
。
「
審
査
合

格
」
な
ど
あ
り
え
な
い
。
◆

だ
か
ら
私
た
ち
は
、
五
人
の

原
子
力
規
制
委
員
に
「
コ
ロ

ナ
禍
の
最
中
に
、
審
査
終
了

と
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と

要
請
書
を
郵
送
し
た
。
同
じ

趣
旨
の
文
書
を
会
報
２
０

５
号
を
添
え
て
、
全
国
紙
等

六
社
と
、
岩
手
県
内
の
新
聞

社
、
支
局
な
ど
九
社
に
も
送

っ
た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら

原
子
力
規
制
委
員
会
は
五

月
一
三
日
に
「
審
査
終
了
」

を
決
め
て
し
ま
っ
た
。
◆
翌

日
の
新
聞
を
数
紙
買
い
求

め
て
読
ん
で
み
た
。
見
出
し

に
は

六
ケ
所
再
処
理
「
合

格
」
「
適
合
」
な
ど
と
出
て

い
る
。
記
事
文
に
は
「
も
ん

じ
ゅ
が
破
綻
し
核
燃
サ
イ

ク
ル
は
行
き
詰
ま
り
」
「
新

基
準
で
は
見
通
し
立
た
ず
」

な
ど
と
あ
る
。
し
か
し
肝
心

な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
な

い
。
◆
高
レ
ベ
ル
廃
液
に
臨

界
の
危
険
が
あ
る
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
が
紛
れ
込
ん
で
い

る
こ
と
、
ト
リ
チ
ウ
ム
と
い

う
遺
伝
子
に
影
響
す
る
放

射
性
物
質
が
環
境
に
大
量

放
出
さ
れ
る
こ
と
が
書
か

れ
て
い
な
い
。

（
尚
）

《天恵の海》
２０２０（令和２年）
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原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
五
月
一
三

日
に
委
員
会
を
開
催
し
六
ケ
所
再
処

理
工
場
の
新
規
制
基
準
適
合
性
審
査

を
終
了
し
「
審
査
書
案
」
を
公
表
し
ま

し
た
。
日
本
全
国
が
コ
ロ
ナ
災
害
に
見

舞
わ
れ
て
集
会
や
外
出
が
困
難
な
中
、

全
国
の
二
〇
〇
有
余
の
市
民
団
体
が

反
対
の
要
請
行
動
を
行
う
中
で
の
決

定
で
し
た
。
「
審
査
書
案
」
は
全
三
〇

五
頁
の
分
厚
い
も
の
で
す
が
翌
日
か

ら
一
か
月
間
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
に
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
募
集
要

項
に
は
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
一
三
日

の
委
員
会
で
配
布
さ
れ
た
見
や
す
い

「
審
査
（
案
）
の
概
要]

(

五
六
頁
）
が

載
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
「
審
査
書
案
」
で
は
、
環
境
破

壊
を
行
い
な
が
ら
強
行
し
た
ア
ク
テ

ィ
ブ
試
験
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
に
混
入
し
た

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
臨
界
の
危
険
が
分

析
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ト
リ
チ
ウ
ム
の

環
境
放
出
は
想
像
を
超
え
る
量
で
す
。

電
力
料
金
や
国
庫
か
ら
莫
大
な
資
金

が
浪
費
さ
れ
ま
す
が
そ
の
お
金
の
流

れ
が
審
査
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

日
本
の
未
来
を
憂
い
人
々
の
健
康

と
命
を
守
ろ
う
と
す
る
市
民
団
体
は

困
難
を
顧
み
ず
、
例
え
ば
新
た
な
「
オ

ン
ラ
イ
ン
パ
ブ
コ
メ
学
習
会
」
を
組
織

し
た
り
、
ミ
ニ
コ
ミ
・
口
コ
ミ
で
こ
の

矛
盾
だ
ら
け
の
「
審
査
書
案
」
の
批
判

を
開
始
し
ま
し
た
。



（
５
月
７
日
郵
送
）

原
子
力
規
制
委
員
会

委
員
長

更
田
豊
志

様

緊
急
事
態
宣
言
の
最
中
、

国
民
の
命
を
最
大
限
守
る
た

め
、
議
論
す
べ
き
論
点
を
残

し
た
ま
ま

六
ケ
所
再
処
理

工
場
の
審
査
を
終
了
し
な
い

で
下
さ
い

要
請
（
文
面
要
旨
）

更
田
規
制
委
員
長
は
四

月
二
二
日
の
記
者
会
見
で

核
燃
施
設
等
新
規
制
基
準

適
合
性
審
査
（
日
本
原
燃
㈱

六
ケ
所
再
処
理
工
場
）
に
つ

い
て
「
技
術
的
な
論
点
は

ほ
ぼ
議
論
尽
く
さ
れ
た
。
来

月
の
委
員
会
で
審
査
書
案

の
論
議
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
」
と
の
見
解
を
示
し
ま
し

た
。
し
か
し
重
大
事
故
を
防

止
す
る
議
論
が
ま
だ
道
半

ば
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
高
レ
ベ
ル
廃
液

貯
槽
に
今
ま
で
予
想
も
し
て

い
な
か
っ
た
核
分
裂
性
の
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
が
臨
界
量
以
上

含
ま
れ
る
こ
と
が
審
査
会
合

日
本
原
燃
提
出
資
料
か
ら

最
近
わ
か
り
ま
し
た
。
果
た

し
て
当
該
貯
槽
に
お
い
て

事
故
時
、
高
レ
ベ
ル
廃
液
が

濃
縮
し
た
時
点
や
蒸
発
乾

固
後
の
溶
融
時
点
に
お
い

て
臨
界
事
故
が
起
き
な
い

と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

審
査
会
議
事
録
を
見
る
と
、

こ
の
議
論
が
全
く
な
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
大
流
行
に
よ
り
、

移
動
や
会
議
の
リ
ス
ク
が

あ
る
現
在
、
細
か
な
審
議
は

困
難
で
す
。
日
本
原
燃
㈱
は

来
年
上
期
の
完
成
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
が
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
あ
り
き
は
第
二
の

核
大
事
故
へ
の
道
で
す
。
福

島
原
発
事
故
の
教
訓
に
学

び
、
上
記
論
点
な
ど
に
つ
い

て
事
業
者
の
説
明
を
求
め

る
な
ど
、
慎
重
審
査
し
て
い

た
だ
き
た
く
、
少
な
く
と
も

国
難
の
こ
の
時
期
に
結
論

を
出
す
こ
と
は
控
え
て
い

た
だ
き
た
く
、
お
願
い
致
し

ま
す
。

提
出
団
体

（
八
団
体
）

花
と
ハ
ー
ブ
の
里
（
六
ケ
所
村
）

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ

（
八
戸
市
）

大
間
と
わ
た
し
た
ち
・
未
来

に
つ
な
が
る
会
（
函
館
市
）

豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る
会

（
宮
古
市
）

三
陸
の
海
を
放
射
能
か
ら

守
る
岩
手
の
会
（
岩
手
県
）

三
陸
・
宮
城
の
海
を
放
射
能
か

ら
守
る
仙
台
の
会
（
仙
台
市
）

原
発
事
故
か
ら
く
ら
し
を

守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
茨
城
県
東
海
村
）

脱
原
発
と
う
か
い
塾
（
東
海
村
）

原
子
力
規
制
委
員
会

委
員
長

更
田
豊
志

様

（
五
月
一
二
日
提
出
）

（
文
面
要
旨
）

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の

適
合
性
審
査
に
つ
い
て
、

更
田
委
員
長
は
記
者
会
見

の
場
で
「
審
査
書
案
を
委

員
会
で
の
狙
上
に
上
げ
て

議
論
を
始
め
る
と
い
う
こ

と
は
、
五
月
中
に
始
め
た

い
」
と
述
べ
、
早
け
れ
ば

五
月
一
三
日
に
も
審
査
書

案
を
提
示
す
る
構
え
で
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
六
ヶ
所
再

処
理
工
場
の
審
査
に
お
い

て
は
、
変
動
地
形
学
者
に
よ

る
施
設
直
下
の
六
ヶ
所
断

層
及
び
大
陸
棚
外
縁
断
層

の
知
見
に
つ
い
て
考
慮
さ

れ
て
い
な
い
、
十
和
田
カ
ル

デ
ラ
や
八
甲
田
カ
ル
デ
ラ

に
よ
る
巨
大
噴
火
の
リ
ス

ク
が
無
視
さ
れ
て
い
る
、
火

山
灰
の
厚
み
を
五
五
セ
ン

チ
に
引
き
上
げ
る
一
方
で

密
度
を
小
さ
く
見
積
も
り
、

結
果
的
に
過
小
評
価
と
し

て
い
る
な
ど
の
問
題
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
槽
で
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
が
臨
界
量
以
上

含
ま
れ
、
臨
界
事
故
を
起
こ

す
お
そ
れ
が
あ
る
問
題
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
が

稼
働
す
れ
ば
、
海
に
も
大
気

に
も
大
量
の
放
射
能
が
日

常
的
に
放
出
さ
れ
ま
す
。
福

島
第
一
原
発
で
大
量
の
ト

リ
チ
ウ
ム
を
含
む
汚
染
水

の
海
洋
放
出
の
方
針
に
対

し
、
地
元
の
漁
業
者
や
市
民

が
猛
反
発
し
て
い
ま
す
が
、

再
処
理
工
場
か
ら
は
そ
れ

を
上
回
る
ト
リ
チ
ウ
ム
が

放
出
さ
れ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
事
態
に
際

し
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会

は
、
緊
急
時
に
対
応
す
る
各

班
を
二
つ
に
分
け
て
、
感
染

が
規
制
委
委
員
会
・
規
制
庁

に
及
ん
だ
場
合
で
も
緊
急

時
の
対
応
体
制
を
維
持
す

る
こ
と
を
最
優
先
繰
題
と

し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
収
束
の
見
通
し

の
な
い
状
況
で
、
原
子
力
規

制
委
員
会
は
、
そ
の
す
べ
て

の
能
力
を
、
感
染
拡
大
防
止

と
現
状
の
原
子
力
施
設
の

安
全
管
理
の
た
め
に
使
う

べ
き
で
す
。
日
本
原
燃
の
計

画
を
優
先
し
、
正
常
で
な
い

形
で
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
新

規
制
基
準
適
合
性
の
審
査
を

進
め
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

上
記
問
題
点
の
審
査
を
慎

重
に
行
う
ま
で
は
五
月
一
三

日
の
委
員
会
も
含
め
、
合
格

書
に
あ
た
る
「
審
査
書
案
」

を
審
議
し
な
い
よ
う
強
く
求

め
ま
す
。

全
国
の
市
民
団
体
が
、
コ
ロ
ナ
災
害
に
よ
る

集
会
・
外
出
が
出
来
な
い
中
で
し
た
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
原

子
力
規
制
委
員
会
へ
要
請
行
動
を
行
い
ま
し

た
。
二
つ
の
行
動
を
紹
介
し
ま
す
。

賛同203団体:一覧 http://sanriku.my.coocan.jp/200512toNRA.pdf

核燃サイクル阻止一万人訴訟原告団

（青森県）

三陸の海を放射能から守る岩手の会
（岩手県）

国際環境ＮＧＯ ＦｏＥ ＪＡＰＡＮ
（東京都）

国際環境ＮＧＯ

グリーンピース・ジャパン（東京都）

原子力規制を監視する市民の会 （東京都）

グリーン・アクション （京都府〉

美浜・大飯・高浜原発に反対する

大阪の会 （大阪府）


